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マイコンカーの製作を通して「ものづくり」や「プログラミング」の楽しさ、難しさ
を改めて体験しそれらを通して課題を解決する能力を養う。

♡マイコンカーラリーとは♡
ジャパンマイコンカーラリー実行委員会の承認するマイコンボードを搭載したマシンで、
規定のコースを完走しタイムを競う競技である。

・・・上級者向けですべての高校生が参加することができる。自由度が高い。Advanced Class
・・・初めてマイコンカーの大会に参加する高校生が対象である。指定モータを2個だBasic Class
け使用するなどの制約が多い。私たちは初心者なのでBasic Classに参加した。

♡大会結果♡

図１ 左からHIKARI、裕一、裕二、裕三 図２ 決勝結果

予選結果は、全161台中「HIKARI」28位、「裕二」42位、「裕一」46位、「裕三」50位であっ
た。全161台中、上位40台が決勝に進出できる。
「HIKARI」は決勝で40台中15位だった。上位5校が全国大会に出場できる中、6校目という
悔しい結果になったが、電子情報科初の全台完走という快挙を成し遂げることができた。

一度完走したプログラムでも電池の消耗具合や、マシンの不具合などで完走できなくな
ることが多々あり、その原因究明に苦労した。大会後、滑らかなカーブ走行の研究をおこ
ない、さらなるスピードUPにつながる成果が出たので概要集に記しておく。来年この課題
に取り組む人はこの研究結果を生かして全国大会を目指して欲しい。
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